
絵
は
「
親
子
凧
づ

く
り
教
室
」
 
での
優
秀
作

品
、
市
立
一
野

平
小
学
校

2
年
荒

関
永
見
子

さ
ん

の
作
品
で
す
。
 

① 	 青森県五所川原市字岩木町12 	 〔毎月 2回・1日・15日発行〕 
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市 の 人 口 	I3 	25,656人 	 世 帯 数 	14,668 

	

53,004人 
	

女 27,348人 	 （昭和58年1月1日現在）住民基本台帳から 



の
？
 

(537号） 

力
薬
よ
り
牛
乳

）
 

消
費
者
講
座
を
開
催
 

ま
す
。
 

お
気
軽
に
ご
出
席
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
二
月
ニ
ト
二
日
 

（
火
）
午
後
一
時
か
ら
三
時

ま
で
 

/

'
 

武
田
定
三
氏
 

ロ
テ
キ
ス
ト
指
導
 
「
牛

乳
を
使
っ
た
お
い
し
い
料
理
」
 

栄
養
士
 
長
谷
川
明
子
氏
 ×

 
ノ
 

国
民
年
金
の
老
齢

年
金
、
通
算
老
齢
年

金
を
受
け
て
い
る
人

は
、
現
況
届
を
ご
本

人
の
誕
生
日
の
月
末

ま
で
に
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
 

現
況
届
は
、
国
民

年
金
を
受
け
て
い
る

人
か
、引
き
続
い
て
年

金
を
受
け
ら
れ
る
か
、
 

ど
う
か
を
調
べ
る
大

切
な
手
続
き
で
す
。
 

こ
の
提
出
を
怠
る

と
、
年
金
の
支
給
を

止
め
ら
れ
ま
す
の
で

ご
注
意
下
さ
い
。
 

現
況
届
の
用
紙
は
、
 

そ
の
月
の
1
0日
ま
で
に
、
 

社
会
保
険
庁
か
ら
お
送

り
し
ま
す
の
で
必
要
な

事
柄
を
ご
記
入
の
う
え
、
 

市
役
所
・
市
民
課
ま
た

は
支
所
で
証
明
を
受
け

て
社
会
保
険
庁

へ
返
送

し
て
下
さ
い
。
 

も
し
、
用
紙
が
届
か

な
か
っ
た
り
、
書
き
損

じ
の
と
き
は
市
役
所

・
 

社
会
課

・
国
民
年
金
係
 

に
お
出
で
下
さ
い
。
 

な
お
、
厚
生
年
金

の
通
算

老
齢
年
金
も
受
け
て
い
る
人

は
、
厚
生
年
金
の
現
況
届
も

忘
れ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。
 

誕生月には現況届を 
」ィー 

国民年金受給者の皆さん 

新 

一
八
六
 
三
上光
男
 
5
7無
 

地
場
産
業
の
育
成
に
全
力
 

初
当
選
し
た
森
田
氏
は
、
「長

い
不
況
と
二
年
続
き
の
冷
害
で

痛
め
つ
け
ら
れ
た
経
済
を
立
て

直
す
の
が
急
務
。
農
業
、
商
業

の
振
興
は
も
ち
ろ
ん
、

企
業
を

誘
致
し
、
地
場
産
業
の
育
成
に

全
力
を
傾
け
、
岩
木
川
の
新
大

橋
、
立
体
交
差
橋
を
実
現
し
て
 

新
し
い
交
通
体
系
を
確
立
し
た

い
」
 
と
抱負
を
語
っ

て
い
ま
す
。
 

七
日
朝
、
橘
市
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
長
か
ら
当
選
証
書
を

交
付
さ
れ
た
森
田
氏
は
、
午
前

十
時
過
ぎ
職
員
の
出
迎
え
る
な

か
初
登
庁
し
、
直
ち
に
記
者
会

見
し
施
策
を
披
露
し
ま
し
た
。
 

市
長
選
開
票
結
果
（
鱗
）
 

な
お
、
市
長
選
挙
と
同
時
に

行
わ
れ
た
県
知
事
選
挙
の
当
市

の
得
票
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。
 

（
投票
率
八
一

・
六
〇
％
)
 

佐
川
礼
三
郎
 
五
、

八
七
三

北
村
正
哉
 
二
〇
、

八
七
一

沢
田
半
右
衛
門
二
、
五
五
〇
 

広報ごしょがわら 
昭和58年（1983年） 2 月15日 

知
事
選
は
八
一
・
六
〇
％
 

一
七
五
 
森
田稔
夫
 
4
5自
民
新
 

七
七
〇
 
堀
 
幸
光
 
3
4
 
共
産
新
 ▽

有
権
者
数
 
三
六
、
三
一
〇

▽
投
票
者
数
 
三
〇
、
一
」
一
四

▽
投
票
率
 
八

三
ニ
一
四
％

▽
有
 

効
 
三
〇
、
二
二
一

▽
無
効
、
そ
の
他
 
九
三
 

市
長
に
森
田
氏
初
当
選
 

、
  市

商
工
観
光
課
で
は
、
消
 

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
第
 

費
者
の
商
品
に
付
す
る
知
識
 
四
会
議

室
 

を
高
め
る
た
め
、
次
の
日
程
 

口
講
話
 
「
薬
よ
り
牛
乳
 

で
「
消
費
者
講
座
」
を
開
き
 
青

森
県
牛
乳
普
及
協
会
 

寺
田
前
市
長
の
辞
任
に
伴
う
五
所
川
原

市
の
出
直
し
市
長
選
挙
は
二
月
六
日
、
市

内
三
十
二
投
票
所
で
投
票
が
行
わ
れ
、
午

後
七
時
三
十
分
か
ら
市
民

体
育
館
で
即
日

開
票
の
結
果
、
自
民
党
公
認
で
新
人
の
森
 
 

田
稔
夫
氏

（
四
五
）
が
無
所
属
で
新
人
の

三
上
光
男
氏
（
五
七

）
を
破
り
初
当
選
し

ま
し
た
。
 

投
票
率
は
八
三
・
二

四
％
で
前
回

（
八

六
・
〇
〇
％
）
を
下
回
り
ま
し
た
。
 

(
 

,
 



市
で
は
、
現
在
家
庭
に
お

い

て
寝
た
き
り
の
老
人
の
介
護
に

当
っ
て
い
る
方
や
寝
た
き
り
老

人
等
を
介
護
す
る
た
め
に
家
庭

介
護
技
術
の
習
得
を
必
要
と
す

る
方
々
を
対
象
に
、
次
の
日
程

で
在
宅
介
護
教
室
を
開
き
ま
す
。
 

ロ
経
費
 
無
料
で
す
。
 

ロ
と
き
 
第

一
回
目
、
二
月

二
十
八
日

（日
）
 

第
二
回
目
 
三
月
十

一
日
（金
）
 

第
三
回
目
 
三
月
二
十
五
日
 

（金
）
 

と
も
に
午
前
十
時
か
ら
斤
毒
〈
 

五
）
 

ロ
講
習
内
容
 
1
日
常
の
介

護
知
識
、

2
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
の
心
得
、
3
介
護
者
の
心

が
ま
え
、
4
老
人
福
祉
施
設
の
 

街
頭
献
血
の

ご
 
案
 
内
 

三
時
ま
で
 

市
福
祉
事
務
所

・
福
祉
係
（
・

ロ
と
こ
ろ
 
特
別
養
護
老
人
 

⑩
二
一

一
一
番

・
内
線
二
一
〇

ホ
ー
ム
青
山
荘

（
●⑩
四
二
一
 

番
）
 

概
要
 

移
動
採
血
車
「
青
い
鳥
号
」
 

ロ
申
込
み
期
限
 

二
月
二
十
 
が

次
の
日
程
で
街
頭
献
血
を
行
 

三
日
（
水
）
 

い
ま
す
。
 

ロ
申
込
み
先
 
市
福
祉
事
務
 

み
な
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
 

所
 

し
ま
す
。
 

ロ
詳
細
、
お
間
合
わ
せ
 

ロ
と
き
・
と
こ
ろ
 
二
月
一
一
 

ニ
中
の
曽
田
ま
り

子
さ
ん
等
が
入
選
 

青
森
県
人
権
擁
護
委
員

連
合

会
の
「
人
権
の
共
存
」
に
関
す

る
中
学
生
作
文
募
集
に
、
二
百

九
十
九
点
の
多
数
に
わ
た
る
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
市
の
入
賞

者
は
次
の
五
名
の
方
々
で
す
。
 

市
立
第
二
中
学
校
三
年
曽
田
ま

り
子
、
同
中
川
伸
吾
、
同
松
野

美
華
子
、
同
福
士
喜
務
、
同
石

岡
美
由
紀
 

児 囲
 
囲
 

診 

十
四
日
（
木
）
午
前
＋
時
か
ら

正
午
ま
で
五
所
川
原
保
健
所
前

当
日
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

四
時
ま
で
国
鉄
五
所
川
原
駅
前
 

国 
お
気
軽
に
ご
出
席
下
さ
い
。
 

今
回
の
テ
ー

マ
は
、「耳
の

病
気
」
 
につ
い
て
で
す
。
 

r
 

ロ
と
き
 
一
月
二
十
五
日
 

「耳
の
病
気
」
に
つ
い
て
 

医
師
会

と
家
庭
を

結
ぶ
 
（

金
）
午
後
一
時
か
ら
 

「み
ん
な
の
健
康
教
室
」
が
 

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
四
 

次
の
日
程
で
開
か
れ
ま
す
。
 

階
ホ
ー
ル
 

ロ
講
師
 
山
本
耳
鼻
咽
喉

科
医
院
院
長
 
山
本
直
哉
氏

主
催
、
北
五
医
師
会
、
五

所
川
原
市
民
保
健
協
議
会
 

×
 

み
ん
な
の
健
康
教
室
 

③ 昭和58年（1983年） 2 月15日 	 広報ごしょがわら 

・プ’一 一 ・・ 」・ ・二．“ ,"‘プ＼プニプ’ーー二ニプ二ー‘ 

経営移譲をして年金を受けるようになったとき、忘れ

てはならないものに税金があります。農地等の権利が移

ることに伴って当然のことながら種々の税金がかかって

くることになりますから、放っておくことはできないの

です。 

主なものをあげれば、後継者に農地をタダで渡せば、 

その後継ぎには贈与税や不動産取得税がかかります。ま

た、移転登記をすれば登録免許税がかかります。第三者

に農地を売った場合には、譲渡所得税がかかってきます

し、契約にあたって売買契約書を作成すると印紙税が必

要となります。しかし、贈与税については農地を後継ぎ

に一括して贈与すれば、課税されないで済む道が開かれ

ていますし、これとあわせて、不動産取得税の猶予や登

録免許税の軽減措置もあります。また、他の農家に売る

場合にも、譲渡する際、農業委員会の一定のあっせん等

によってすれば、譲渡所得税が軽減されるという措置が

あります。あとであわてることのないよう経営移譲前に

こういう措置をよく知り、いざ経営移譲するとなった場

合には、これらの特例措置を受けるようにすることが望

まれます。 

―農業者年金についてのくわしいことは 

農業委員会までお問い合せ下さい一 

回園国 
乳幼児の健康診査と健康相談を次の日程で行います。該

当する赤ちゃんには、受診させるようにして下さい。 

■受 付 時 間 午後12時45分から 1時15分まで 

■持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

現在病気治療中か他の医療機関で健康診査を受けている 

乳幼児はご遠慮下さい。 

1歳 6 カ月児に限り歯科衛生指導も行います。 

月 	齢 対 	象 と 	き と 	こ ろ 

3 カ月児 
昭和57年11月 
生まれの乳児 3 月 8日 

旧中央公民館 6 カ月児 
昭和57年 8月 
生まれの乳児 

3 月15日 

1

〈
り
 

歳
児
 

カ
 
日

？
 

昭和56年 9月 
生まれの乳児 

3月22日 

「在
宅
介
護
教
室
」
を
開
催
 

経
費

は
い

り
ま
せ
ん
 

(537 (-) 



「道路設計」について 
市都市計画課 

ありますが、地区関係者の皆さまに、できるだけ具体的にと考

が、事業の伸展とともに利用していく最も重要な生活道路につ 

南部地区土地区画整理事業 

客 →ュー＝二に博 

~I 
席郎地区土 

西整壇鱗行 

葉（宅地） 
	

小枝（区画道路） 

周辺の道路との結び等を勘案のうえ 

歩行者及び車の量の多少によつても 

導等を配慮し、最低幅員を6mと規 

昭和58年（1983年）2 月15日 広報ごしょがわら (537号） ④ 

〈道路網について〉 

・車一台通る幅を一車線といい 3.0 

nlとっている。 

・車道の両サイ ドは車の停止帯や冬

期の除雪帯に使用する 

・人間一人の歩行幅は75cm、傘をさ

した場合はlmとする。 

・街路樹は帯状とし、高木・低木を

を植える 

住宅地及び農地に関する地域に

おいてはU型側溝等を施します。 

務 

河
 
川
 

、
 

ー
 

本地区は、都市計画道路 3 ・3・1田川～三ッ屋線幅員22 mを地区内外の大動

脈とし、さらに都市計画道路 3 ・4 ・4 石岡～不魚住線幅員25-16m、 3・5. 

3姥落～田川線幅員16mを骨格とし、準幹線道路として 3 ・ 5 ・4湊～鳥森線幅

員12 m を接続し、これに区画道路（幅 8nl・幅6m）を適正に配置し交通の円滑

化と住居機能の増進をはかります。 

〈幹線道路と歩道〉 

自動車のための幹線道路が考えられるように、歩行者の幹線としての歩行者専

用の道路の配置が理想でありますが、本地区の当初計画では、高圧線下に歩行者

専用道路を国庫補助予算で計画しましたが、国の指導により、全国的な実例から

みて現在ではあまり高圧線下の歩行者専用道路は好ましくないという判断により、 

これについては設けないこととし、そこで、駅裏団地と同じく幹線道路幅員22m 

に歩道の整備を行って、歩行者のための幹線道路としての機能をあわせて果たす

ものを計画しています。 

〈ー街区の大きさの基準について〉 

地区の特性により異なりますが住宅地の標準は、短辺30~ 50 m・長辺120-180 

nlです。これは、宅地の大きい道路と道路に囲まれた部分の土地の大きさのこと

を意味します。 



広報ごしょがわら (537号） ⑤ 昭和58年（1983年） 2 月15日 

今回は 
土地区画整理事業の紹介 伽 9) 

議罵藤費 
~ 

筈置昨「‘繁雀驚瑠“ 

,viii/,. 励 

、 
地区全体の土地利用計画とあわせて、開発区域と

骨組が決められていきます。幅員はその道路を使う

決められていきます。 

土地区画整理法施行規則では、防災緊急自動車誘

定しております。 

ん
縛
 

パ
」
」
 

, 

〈区画道路の設計方針について〉 

従来の区画整理事業では、格子状の道路形態が多く取り

入れられてきました。 

駅裏団地はその実例です。しかし、近年のモータリーゼ 

ーションの世の中では交通安全、居住環境に重点をおいた

道路形態を考え、幹線道路への区画道路の接続や区画道路

のト字路を極力避ける方向で設計がなされるのが実状です。 

南部地区でもこういった点をふまえて設計したいと思って

おります。 

区画整理事業について、これまで少しずつでは

え、紹介してまいりました。さて今回はみなさん

いて、とりあげてみたいと思います。 

〈道路の標準断面図〉 

03'3・ 1田川‘ ：ツ谷線22m 

麗5=652＠慧6.5且禁 

品帯 

03・ 5 ・3 姥落・田川線16m 

03・ 5.4湊・鳥森線1 2m 

了
・・
 
A
 

A
散
 

区画道路 8m ・ 6m 

I8.  0 (6.  0) 	I  

堆
3
5
 

車道 
」3.25=6.5 

〈区画道路の計画配置基本 

	

パターン〉 	※ループ（U字路 
＠一街区基準 

T 巨多三gど造垂」響 	 ＠通過交通がな 1 

5omtL-i-. ...-..... .'-S--. 	IなI_1_ 
=11っn一~ 
I 	IC.、ノ ー 	I 	、￥ 

	

I O(\ ー一 ’ 	］且 
I OW III 	 ロ． 

止日 

"“マい：・； 

叱・」l議I, 
一
 

※ループ（U字路） 

＠通過交通がない

ため、住環境、 

安全は確保され

る。 



' 

市
税
務
課
で

は
、
固
定
資

産

課
税
台
帳
を

次
の
日
程
で
縦
覧

に
供
し

ま
す
。

関
係
者
は
各
自

の
固
定
資

産
課
税
台
帳
を
縦
覧

し
、
登
録

さ
れ
た
事
項
を

確
認

し
て
下
さ

い
。
 

こ
れ
は
、
固
定
資

産
の
評

価

額
な
ど
五
十
八
年
度
の
固
定
資

産
税

と
都
市
計

画
税
の
算
定

の

基
礎
と
な
る
も
の
で
す
の
で
、
 

と
く
に
昨
年
中

に
家
屋
を

新
増

築
し
た
り
、

土
地
を

取
得
さ
れ
 

固
定
資

産
登
録

の
確
認
を
 

ーミ準F」無F喜乏横護二・ 

図書館では、市民の読書力向上のため、次の日 

程で名作読書会を開きます。 

お気軽においで下さい。 

ロと き 2 月24日（木）午前10時 

ロところ 市立図書館 

E題 材 菊池寛作「恩讐の彼方に」 

ロ講 師 白戸良徳氏 

口対 象 一般市民 

口定 員 50名 

口受講料 無料 

お申込み、お問い合わせは、市立図書館（●⑧ 

-4334）までお願いします。 

主催 五所川原市立図書館 

名作読書会魚ご案内 

ロ
年
齢
 
間
い

ま
せ
ん
。
 

ロ
入
学

願
書
受
付
 
二

月
十

一
一日

（
土
）
か
ら
十
八

日
（
金
）
 

ま
で
。
（
午
前
九

時
か
ら
午
後
四

時
ま
で
。

た
だ
し
、

土
曜
日
及

び
最
終
日
は
正
午

ま
で
。
）
 

五
高
定
時
制
の
生
徒
を
募
集
 

ロ
学
力
検
査

及
び
面
接
 

三

月
＋

一
日
（
金
）
午
前
八

時
三

十
分

か
ら
 

ロ
合
格
発
表
 
三

月
十
七
日
 

（
木
）
午
前
九

時
 

ロ
教
科

書
 
無
償
配

布
。
 

ロ
修
学

奨
励
金
 

月
額
七
千

円
が
貸
与

さ
れ
、

卒
業
す
る

と

返
還
は
免

除
と
な
り

ま
す

o
 

授
業
料

そ
の
他

の
納
付
金

月

額
三
千
六
百
円
。
 

詳
し
く
は
、

五
所

川
原
高
校

定
時
制
（

●
⑩
三
〇
七
三
番

）
 

へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

な
お
、

登
録

さ
れ
た
事
項
に
 

た
方
は
必

ら
ず

縦
覧
し
ま
し
ょ
 

・

フ
。
 

不
服
が

あ
る
場
合

は
、
縦
覧
期

間
の
初
日
か

ら
末
日
後
十

日
ま

で
の
間
に
、
固
定
資

産
評
価
審

査
委
員
会

に
審
査

の
申
し
立
て

を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

ロ
縦
覧
期
間
 

三
月
一

日
ー
 

三
月
二
十

二
日
ま
で
 

ロ
縦
覧

場
所
 
市

税
務
課
 

（
市
庁
舎
三
階

）
 

※
平
日
は
午
前
八
時

三
十
分

か
ら
午
後

四
時
十
五
分

ま
で

土
曜
日

は
午
前
八
時

三
十
分

か
ら
正
午

ま
で
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国民健康保険被保険者証 

	更新のお知らせ 

更新のお願い 

被保険者証は、原則として 2 年ごとに更新、1年ごとに検

認を受けなければ、その被保険者証は無効になります。 

従って、皆さんが現在持っておられる被保険者証（昭和57 
年4 月検認）は、昭和58年 3 月31日で有効期限がきれます。 

更新された新しい被保険者証（藤色）を病院へお出しになら

ないと医療費の全額を支払うことになりますから、必ず期間

中に更新するようお願いします。 

更新の時用意してくるもの 

(1）現在使用している被保険者証（銀ねずみ色） 

※ 更新時はごめんどうでも、昭和58年度の市、県民税の

申告済みの証を提示して下さい。また申告していない方

はあわせて市、県民税の申告をしていただくよう、皆さ

んのご協力をお願いします。（印鑑持参） 

地区別更新会場及び日程 

地 区 月 	日 曜
  

更 新 会 場 時 	間 対 象 区 域 

七 和 3' 10 本 七 和 支 所 9 : 00--12 : 00 七 和 地 区 

長 橋 3 ・10 木 長橋 支 所 13: O0-16 : 00 長 橋 地 区 

梅 沢 3 ・11 金 梅 沢 支 所 9 : 0O-12 : 00 梅 沢 地 区 

飯 詰 3 ・11 金 飯詰 支 所 13: 00-16 : 00 飯 詰 地 区 

毘沙門 3 ・14 月 毘沙門支所 9 : 00-12 : 00 毘沙門地区 

三 好 3 ・14 月 三好 支 所 13 : 0O-16 : 00 三 好 地 区 

中 川 3・15 火
  

市民文化会館 
2 階集会室 

9 : 00-15 : 00 中 川 地 区 

本 庁 

3・16 水
  

市民文化会館 
2 階集会室 

9 】叩-15 】 00 

川端町・旭町・
蓮沼（不魚住）・
長橋橋元・栄町 

（八重菊）‘岩木
町・幾世森・下
平井町・松島町 

3 ・17 木
  

市民文化会館 
2 階集会室 9 : 00-15 : 00 

湊団地・元町・ 
田町・東町・新 
町・鎌谷町（下 
り枝） 	・ 	一ソ谷 
鳥森・新宮町 

3 ・18 金
  

市民文化会館 
2 階集会室 9 : 00-15 : 00 

錦町・寺町・中 
平井町・小曲 , 
布屋町・敷島町 
・若葉・雛田・
柳町 

3 ・19 土
  

市民文化会館 
2 階集会室 

9 : 00-12 : 00 
大町・本町・弥 
生町・幾島町・ 
柏原町・末広町 
・上平井町 

栄 3 ・22 火
  

市民文化会館 
2 階集会室 

9 : 00-15 : 00 栄地区（みどり・
町含む） 

松 島 3・23 水
  

市民文化会館 
2 階集会室 

9 : 00-15 : 00 松島地区（松島
町除く） 

全 域 3・24 木
  

市民文化会館 
2 階集会室 

9 : 00-15 : 00 期日に更新でき
なかった方 

全 域 3 ・25 金
  

市民文化会館 
2 階集会室 

9 : 00-iS : 00 期日に更新でき
なかった方 



私
は
小
学
校
五
年
生
の
時

に
卓
球
を
知
り
ま
し
た
。
小

学
校
の
頃
は
面
白
半
分
に
遊

ん
で
い
ま
し
た
が
、
中
学
校

に
ん
学
し
、
部
活
動
を
決
め

る
の
に
少
し
も
悩
ま
ず
、
軽

い
気
持
ち
で
卓
球
部
を
選
び

ま
し
た
。
 

私
の
選
ん
だ
卓
球
部
は
、
 

私
の
考
え
て
い
た
も
の
と
は

全
く
ち
が
っ
て
い
ま
し
た
。
 

そ
の
厳
し
い
練
習
に
、
私
は

何
回
も
悲
鳴
を
上
げ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
 

ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
紹
介
す

る
と
、
毎
日
、
朝
早
く
登
校

し
、
す
ぐ
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
十

周
し
て
持
久
カ
を

つ
け
る
。
 

と
て
も
疲
れ
、
足
が
棒
の
よ

う
に
な
り
、
ひ
ざ
を
曲
げ
る

と
ボ
キ
ン
と
折
れ
る
よ
う
な

感
じ
が
し
た
ほ
ど
で
す
。
そ

れ
か
ら
、
放
裸
後
は
、
型
に
 

は
ま
っ
た
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
が
あ

り
ま
す
。

い
ず
れ
も
厳
し
く
、
 

一
年
生
に
な
っ
た
こ
ろ
は
体
が

つ
い
て
い
け
ず
、
疲
れ
が
残
り

何
回
も
体
が
痛
く
、
笑
っ
た
り

し
て
も
お
な
か
が
痛
く
て
た
ま

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
、
先
生
に

ぐ
ち
を

い
っ
た
ら
「
そ
ん
な
に

苦
し
い
な
ら
や
め
て
ほ
か
の
部

に
移
れ
」
と
ど
な
ら
れ
ま
し
た
。
 

私
は
そ
の
時
、
先
生
が
と
て
も

こ
わ
く
見
え
ま
し
た
。
で
も
家
 

に
帰
り
い
ろ
い
ろ
考

え
て
み
る

と
 
「友
達
も
苦
し
い
な
が
ら
も

み
ん
な
や
っ
て
い
る
。
こ
こ
で

逃
げ
て
は
自
分
は
何
を
や
っ
て

も
だ
め
な
ん
だ
」
と
思

い
、
最

後
ま
で
や
り
ぬ
こ
う
と
い
う
決

心
を
し
ま
し
た
。
 

で
も
二
年
生
に
な
り
練
習
量

も
多
く
な
っ
て
体
が
つ
い
て
い

け
な
い
時
に
は
、
決
心
も
に
ぶ

り
、
逃
げ
た
い
心
が
む
ら
む
ら

と
出
て
き
ま
し
た
。
 そ
れ
に
私

は
い
く
ら
練
習
し
て
も
上
手

に
 

な
ら
な
い
と
い
う
不
安
か
ら
、
 

ま
た
や
め
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
 

そ
ん
な
時
、
先
生
は
、
「先
輩
達

が
栄
光
を
勝
ち
取
る
ま
で
に
は
、
 

毎
日
の
き
び
し
い
ト
レ

ー
ニ
ン

グ
に
耐
え
、
精
神
的
に
も
肉
体

的
に
も
充
実
し
た
人
間
に
な
っ

た
か
ら
だ
己
と
そ
の
体
験
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
で
も
さ
び

し
い
こ
と
に
、
二
年
生
の
夏
休

み
に
は
同
じ
仲
間
が
何
人
か
は

卓
球
部
を
去
っ
て
い
き
ま
し
た
。
 

私
は
そ
の
時
は
っ
き
り
「
心
も

体
も
立
派
な
人
間
に
な
ろ
う
」
 

と
い
う
目
標
を
立
て
た
あ
と
な

の
で
、
や
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

そ
れ
に
鍛
え
ら
れ
る
喜
び
を
感

じ
て
い
た
か
ら
で
す
。
 

残
っ
た
部
員
は
、
鳥
取
県
で

行
わ
れ
る
全
国
大
会
の
優
勝
を

め
ざ
し
、
日
本
一
を
め
ぎ
し
、
 

前
に
も
ま
し
て
団
結
し
厳
し

い

練
習
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
 

そ
し
て
い
よ
い
よ
そ
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
す
る
三
年
生
に
 

な
り
ま
し
た
。
三
市
四
郡
卓
球

大
会
優
勝
、
中
体
連
郡
大
会
優

勝
と
順
調
に
勝
ち
進
み
ま
し
た
。
 

私
達
に
と
っ
て
最
後
の
目
標
で

あ
る
東
北
大
会
予
選
で
優
勝
、
 

全
国
大
会

へ
一
歩
近
づ
き
ま
し

た
。
東
北
大
会
は
秋
田
で
開
か

れ
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
時
私

に
思
い
も
よ
ら
ぬ
事
が
お
こ
っ

た
の
で
す
。
先
生
に

マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
を
や
れ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
 

私
は
、
 一
時
途
方
に
く
れ
ま
し

た
。
「選
手
と
し
て
出
た
い
。
他

の
生
徒
と
同
じ
に
が
ん
ぱ
り
た

い
」
 
私は
家
に
帰
っ
て
泣
き
ま

し
た
。
で
も
、
 一
晩
た
つ
う
ち

に
ど
う
や
ら
冷
静
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
納
得
い
か
な
い
ま
で

も
、
私
は
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
と
し

て
東
北
大
会
に
望
み
ま
し
た
。
 

会
場
に
来
て
見
て
、
今
は
も
う

選
手
達
の
体
の
調
子
に
気
を

つ

け
て
い
る
自
分
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
み
ん
な
の
タ
オ
ル
を
運

ん
だ
り
、
道
具
を
か
た
ず
け
た

り
、
み
ん
な
が
が
ん
ば
れ
る
よ

う
な
ふ
ん

い
き
を
作
っ
て
あ
げ

よ
う
と
努
力
し
て
い
ま
し
た
。
 

試
合
の
時
に
、
選
手
達
は
落
ち

つ
き
を
失
い
、
目
が
く
り
く
り

と
な
り
顔
が
ひ
き
つ
っ
て
あ
が
 

っ
て
い
る
様
子
が
見
え
ま
す
。
 

私
も
そ
れ
に
つ
れ
て
ド
キ
ド

キ
し
ま
す
が
選
手
達
の
心
を

や
わ
ら
げ
よ
う
と
必
死
に
努

力
を
し
ま
し
た
。
選
手
と
一

体
に
な
っ
て
戦
い
、
つ
い
に

東
北
大
会
の
優
勝
を
勝
ち
と

り
ま
し
た
。
「万
歳
、

つ
い
に

全
国
大
会
に
出
場
で
き
る
。
 

ま
た
夢
の
ひ
と
つ
が
こ
く
ふ

く
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
大
会

で
は
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
で

優
勝
校
と
あ
た
り
敗
れ
ま
し

た
が
、
先
生
は
、
「お
ま
え
達

は
優
勝
で
き
る
力
が
あ
っ
た

ん
だ
」
 
と
言い
ま
し
た
。
 こ

の
一
言
が
私
の
胸
の
中
に
強

く
の
こ
り
ま
し
た
。
私
は
、
 

迷
わ
ず
に
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
と

し
て
専
念
す
れ
ば
よ
か
っ
た

と
く
や
み
ま
し
た
。
全
国
大

会
の
優
秀
校
の
賞
状
を
胸
に

抱
い
て
帰
り
ま
し
た
。
 

私
は
、
こ
れ
か
ら
も
卓
球

を
続
け
ま
す
。
た
と
え
選
手

に
な
れ
な
く
て
も
、
 マ
ネ
ー
 

ジ
ャ

ー
と
し
て
鍛
え
ら
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
心
も
体
も
鍛

え
ら
れ
、
大
き
な
人
間
と
し

て
成
長
し
て
い
け
る
と
思
っ

っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
 

一
鷲
織響
懇
（繊鷺
織
察
難
撃鱗
灘
灘
鷺
 

鍛
え
ら
れ
る
喜
び
 

五
所
川
原
第
二
中
学
校
三
年
 
阿

部
 

育

美
 

危
害
の
防
止
に
関
す
る
条
例
第
 

三
条
の
違
反
に
よ
り
一
万
円
以
 

下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。
 

、
 

犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
て
下
さ
い
 

犬
を
放
し
て
お
く
と
、
青
森
 
県

飼
犬
の
管
理
及
び
犬
に
よ
る
 

ヤ
ミ
カ
ル
テ
ル
、
 

不
公
平
な
取
引
及
び

不
当
表
示
や
景
品
付

販
売
を
取
り
締
ま
っ

て
い
る
公
正
取
引
委

員
会
で
は
、
次
の
要

領
に
よ
り
昭
和
五
十

八
年
度
の
消
費
者
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
 

ロ
応
募
資
格
 
青

森
市
か
ら
交
通
所
要

時
間

一
時
間
半
程
度

の
地
域
に
居
住
す
る
 

巾
月
 
二

十
歳
以
上
の
婦
人
 

、
、
ノ
 

ロ
モ
ニ
タ
ー
の
業
 

務
 
日
常
の
生
活
経

験
に
照
ら
し
た
卒
直
な
ご
意
見

及
び
情
報
の
提
供
。
 

ロ
任
期
 
四
月
か
ら
来
年
三

月
末
ま
で
。
 

ロ
報
酬
 
謝
礼
金
と
し
て
年

額
一
万
二
千
円
の
予
定
。
 

ロ
お
申
込
み
先
 

仙
台
市
本
町
三
の
二
の
二
三

仙
台
第
二
合
同
庁
舎
、

公
正
取

引
委
員
会
事
務
局
仙
台
地
方
事

務
局
総
務
課

（
●
仙
台
〇
二
一
一

二
⑩
七
〇
九
五
、
七
〇
九
六
）
 

な
お
、
申
込
用
紙
は
県
庁
消

費
流
通
課
及
び
市
商
工
観
光
課

に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
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犬
の
フ
ン
は
、
み
ん
な
が
迷
 

惑
し
て
い
ま
す
。
飼
主
は
必
ず
 

始
末
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
 

費者モニターを募集 



西
北
五
社
会
教
育
振
興
大
会
 

青
少
年
健
全
育
成
の

あ
り

方
 

構内線路を横切らないで 
国鉄五所川原駅の貨物構内を横切る入が目立ち、当駅では事故防止のため自粛を呼びか

けています。 

朝タの通勤、登下校時に駅裏中央公民館脇から貨物構内を横切り、日通営業所付近に出

るもので、列車の発着や貨車の入れ替え作業に危険だとうったえています。 

世
界
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
年
 

人
類
の
明
る
い
未
来
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 

昭和58年（1983年） 2 月15日 

1983 

延
焼
面
積
四
千
百
八
十

六
平

方
メ
ー
ト
ル
、
延
焼
時
間
約
九

時
間
、
死
者
三
十
二
人
、

負
傷

者
三
十
四
人
（
消
防
庁
調
べ
）
 

昨
年
二
月
に
発
生
し
た
、
東
京
 

・

永
冒

の
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
ジ

ャ
パ
ン
の
火
災
は
、
今
も
わ
た

し
た
ち
の
記
憶
の
中
に
痛
ま
し

い
ツ
メ
跡
を
残
し
て
い
ま
す
。
 

出
火
の
原
因
は
宿
泊
客
の
寝

た
ば
こ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
 

一
本
の

た
ば
こ

の
不
始
末
が

六
十
数

人
も
の
死

傷
者
を

だ

し
た
こ
と
に
、
わ
た
し
た
ち
は

改
め
て
“
火
〉
の
持

つ
恐
ろ
し
 
 

さ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。
 

同
時
に
、
こ
の
火
災
は
、
も

う
ー
つ
わ
た
し
た
ち
に
重
要
な

こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
 

そ
れ
は
、日
ご
ろ
の
防
災
施
設
が

き
ち
ん
と
整
備
さ
れ
て
い
れ
ば
、
 

そ
し
て
避
難
誘
導
体
制
が
し
っ

か
り
し
て
い
れ
ば
、
こ
う
し
た

惨
事
も
防
げ
た
か
も
し
れ
な
い

の
で
す
。
 

三
月
七
日
か
ら
十
三
日
ま
で

は
、
「建
築
物
防
災
指
導
週
間
」
 

で
す
。
こ
の
機
会
に
、
あ
な
た

の
周
り
の
建
築
物
の
防
災
施
設
 
 

な
ど
を
再
点
検
し
て
お
き
ま
し

ょ
・
フ
。
 

▼
廊
下
や
階
段
、
出
入
口
な
ど

が
整
理
さ
れ
、
い
つ
で
も
使
え

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う

か
。
 

▼
増
・
改
築
な
ど
に
よ
っ
て
、
 

建
築
当
初
の
安
全
性
が
低
下
し

て
い
な
い
か
。
 

▼
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
や
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
な
ど
、

い
ざ
と
い
う

と
き
の
安
全
確
保
の
た
め
の
施

設
が
き
ち
ん
と
作
動
す
る
か
ど

う
か
。
 

社
会
教
育
関
係
者
多
数
の
出

席
を
望
ん
で

い
ま
す
。
 

ロ
と
き
 
三
月
四
日
（
金
）
 

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
」
一

時
 ロ

と
こ
ろ
 
金
木
町
中
央
公

民
館
 

ロ
メ
ー
ン
テ
ー
マ
 

「地
域
ぐ
る
み
の
青
少
年
健

全
育
成
の
あ
り
方
を
考
え
よ
う
」
 

ロ
締
切
り
 
二
月
二
十
六
日
 

（
土
）
 

ロ
申
込
み
先
 
市
教
育
委
員

会
、
社
会
教
育
課

（
雪
⑩
二
一

一
一
番
・
内
線
二
五
〇
番
）
 

防
災
対
策
の
再
点
検
を
 

三
月
七
日
、
＋
三
日
 

建
築
物
防
災
指
導
週
間
 

r
 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
下
さ
い
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